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文化政策学部 根本 敏行 
 
祝 
浜松市 
「ユネスコ創造都市ネット
ワーク（音楽）」加盟 
 
 都市「ボローニャ」の歴史と文化 
 「第３のイタリア」 
 「ものづくり」都市としてのボローニャ 
 秘密の「水網都市」 
 創造都市 ボローニャ 
 浜松とボローニャ 
 
 
ＡＧＥＮＤＡ 
 
都市「ボローニャ」の 
歴史と文化 
概要と現代の「創造都市」との関連 

 
地 理 
  エミリア・ロマーニャ州 州都 
  ボローニャ県 県庁所在地 
  人口：約37万人 100万人都市圏 
  面積140.73㎢ 
  もっとも重要な高速道路と鉄道 
   がクロスする交通の要衝 
   （ローマ＝ヴェネツィアの南北線と 
    ミラノ＝アンコーナの東西線が 
    クロス、40以上の欧州主要都市と 
    直結） 
   （交通至便で見本市などが盛ん） 
 
 
ボローニャ中央駅 
止まった 
ままの時計 
 
 1980年８月２日の「爆弾テロ」が発生 
  （ボローニャの左派政権の圧殺、あるいはイタリアの心臓部 
   を狙ったものと推測されているが、未だ事件の全貌は明ら 
   かではない。） 
  （２つある時計のうち左側は爆発時刻10時25分を指したまま 
   止まっている） 
  （待合室にはテロ犠牲者のメモリアル・パネル） 
 
新幹線“ALTA VELOCITA‘”の新線敷設トリノ＝ナポ
リ間の各駅は順次建て替えられる 
市周辺の見本市会場やボローニャ空港と連絡する地
下鉄建設の計画もある 
 
新駅開発の背景 
 
時速300㎞の新幹線(ALTA VELOCITÀ) 
「イタロ」 
ターミナル駅では在
来線線路に乗り入れ 
途中は完全分離の専
用線を走る 
 （日本の新幹線方式 
  に似てくる） 
仏、独と異なる 
 
 80kgレールは日本製 
 
イタロ＝フェラーリ特急 
『デザインの力』 
2014年：新幹線の発着する地下駅部分は竣工 
 
 イタリア国鉄は分割民営化：インフラ保有部門（RFI）と列
車運行業務を引き継ぐ民営鉄道会社（トレニタリア） 
 トレニタリア以外の列車運行会社の参入 
 「イタロ」は民間高速列車オペレーター、NTV(Nuovo 
Trasporto Viaggatori)がレールを借りて運行 
 NTV社は06年末フェラーリ社のモンテゼモロ会長らによっ
て設立 
 2012年4月28日から ミラノ〜ナポリ間の専用線を運行 
 専用線はトレニタリ（Trenitalia）による高速列車「Freccia 
Rossa：赤い矢」なども走る 
 
民営化 と 上下分離方式 
 
ボローニャを象徴する３つのあだ名 
『学問都市』ラ・ドッタ 
   世界最古のボローニャ大学 など 
 
『肥満都市』ラ・グラッサ 
   モルタデッラ（ボローニャ・ソーセージ）など 
   『美食都市』とも 
 
『赤い都市』ラ・ロッサ 
    もとは煉瓦や瓦の赤い色を指す 
   社会・共産主義、中道左派の社会民主主義の 
   牙城でもある 
豊富な肉、生ハム、チーズ… 
 
エミリア・ロマーニャ州産 
 
紀元前189年：ローマ帝国の植民市ボノニア（Bononia） 
紀元前187年：エミリア街道の建設 交通の要衝 
ローマ帝国内で繁栄、イタリア第2の都市に 
   （多種多様な神殿、公共浴場、劇場、アリーナ、市） 
ローマ帝国衰退後：ラヴェンナ総督府の辺境要塞 
 11世紀：自由中世コムーネとして再成長 
 1164年：神聖ローマに対抗するロンバルディア同盟へ 
市中心部：およそ180もの「塔」が建てられる 
歴史資源 
 
百塔の街 
 
ポルティコの街 
『ポルティコ』すなわち回廊 
12世紀から：居住部分拡大のため２階を張出す 
 （欧州では一般的に住居は２階以上：だから２階が 
   ファースト・フロア：プリーモ・ピアーノ） 
急増する学生の深刻な下宿不足の解消のため 
 （ボローニャ大学の存在が発祥の理由） 
 
ポルティコ下を公道とみなすことで増築部は非課税 
 
1567年：「ポルティコ条例」 
  ・公共の安全と通行人の目を楽しませるため、家主 
   の負担で、木製の柱は石製に、そして壁や天井を 
   できるだけ美しく装飾するように。 
  ・また、一般の通行の妨げとなる固定物は置かない。 
 
 ルネッサンス期：ヴィスコンティ家 ⇒ 教皇領 
 15世紀：著名な建築家や画家が活躍 
 女性の活躍 
 ・能力があればどんな専門的職業にも就けた唯一のイタリア都市 
 ・イタリア他都市の女性よりもさらに大きな自由を持つ 
 ・一部の女性は、大学で単位を得る機会すら持っていた 
 教皇領時代：多数の教会など宗教施設が建設・修繕 
  （修道院96箇所はイタリア一多い） 
 ナポレオン ⇒ 再び教皇領 
 1859年：『自治都市』 
 ファシズム期：ナチスの後方支援基地 ⇒ パルチザン 
 第二次大戦後：イタリア共産党を中心とした革新政党が台頭 
 
 
戦災復興 から 市街地再整備 
 1870年代：都市の空洞化・郊外化 
都心復興へ舵取り 
文化財だけではなく一般市民が住み・働く 
『都心庶民住宅地区再生事業』 
人口のＵターン 
地場産業と職人企業の都心回帰 
 24時間 市民が活動する活気あふれる都市 
ボローニャ方式① 
 
世界最古の大学 「ボローニャ大学」（1088～） 
劇場数：32、映画館数：40、美術・博物館数：50、 
 図書館等：80以上、無数の書店・古書店 など 
 （おおむね城壁内の旧市街地に集積） 
文化消費額 がイタリアでトップ（全国平均の約2倍） 
  （伝統的オペラ、舞台芸術、現代演劇、映画、読書 など） 
中世の家畜市以来、見本市が隆盛 1994年には年間23
件の見本市と1,500件の出展、60万人の観光客も含める
と130万人の訪問者 ⇒ 「絵本見本市」 
美味しい食材の豊富な地域 
文化資源 
 
 ボローニャ大学がルーツ 大学に端を発した協同組合 
 「学生組合」＝ウニヴェルシタス が語源 
 法律を学ぶ 「天国の掟」を制定 学問の自由  
 世界初の「農奴解放」 
 州の農民が耕運機を共同購入するために組合を設立 
 1860年：イタリア初の労働組合がボローニャで 
 イタリア中に様々な『協同組合』（11万以上） 
  ・旧共産党～中道左派系が「レーガ・コープ」 
  ・カトリック系は「コンフ・コープ」 
 世界初の社会的弱者を支援するため「社会的協同組合」 
組合の街 
 
高品質、デザイン性の優れた製品 
  ・自動包装機械：食料品、飲料、タバコ、薬品等 
    （ボローニャ・ソーセージ、ティーバッグは世界一） 
  ・自動車・バイク：高品質、高付加価値 
   （ﾄﾞｩｶｰﾃｨ、ﾏﾗｸﾞｰﾃｨ、ﾌｪﾗｰﾘ、ﾏｾﾗｯﾃｨ、ランボルギーニ） 
  ・幅広い機械工業と高品質の部品製造 
   （多数の中小零細企業（職人企業）の多様なクラスター） 
 18世紀まで隆盛を極めた繊維産業（絹）の後継 
 20世紀ベンチャー企業が次々と「スピン・オフ」 
 21世紀にはハイテク、マルチメディア産業へ 
産業資源 
 
「第３のイタリア」 
２１世紀でも元気な 
イタリア北部の中小企業群 
 
【衣】 繊維、衣料品、皮革（靴・鞄）、装飾品  
      など （ファッショナブルなデザイン） 
【食】 ワイン、オリーブ油、パスタ、ハム、チーズ 
      など （イタリア料理は世界を席巻） 
【住】 家具、インテリア装飾品、陶磁器、タイル 
      など （実用とデザインの両立） 
 
 その他、自動車、オートバイ なども 
   「ファッショナブルなデザイン」が魅力 ブランド 
 
 
衣食住を中心に独自の競争力 

 
第１のイタリア：『イタリア北部の工業都市』 
  （ミラノ、トリノ、ジェノバの３都市間の「鉄の三角形」と呼ばれ 
   る工業都市が多く立地する北部地域） 
 
第２のイタリア：『農業に依存する南部の都市』 
  （開発の遅れていた南部地域では、1960年代、政府の積極的な開 
   発計画（バニーノ計画）の下で高速道路（アウトストラーダ） 
   や鉄鋼・化学コンビナート（ターラント製鉄所など）が建設さ 
   れ、重工業地帯が形成された。しかし、一次産品の輸入依存度 
   が高かったこともあり、1970年代のオイルショックはこれらの 
   地域に大きな打撃） 
  （今も南部の失業率は北部の4倍とも） 
第３のイタリア：『競争力のある中小企業が集積 
  する中部の都市』 
北部、南部とも違う第３の道 
 
そもそもイタリアには中小企業が多い（約８割） 
品目ごとに、以前から地場産業として集積し、各地
に「産地」を形成 
激しい国際競争の中で、大企業ではなく、伝統的産
業の産地ごとの中小企業群を擁する 
イタリアでは中小企業＝職人企業 
 
『組合』とネットワークで活性化 
 
特にエミリア・ロマーニャ州：エミリア・モデル 
『産地』を形成する中小企業集積 

佐々木雅幸『創造都市への挑戦』2001より 
 
中小企業や職人による伝統工芸が発達している 
 
中世から独自の伝統工芸の歴史を持つものが多い 
 
地理的に明確な定義はないが、エミリア・ロマー
ニャ州周辺を指す 
 
代表的な都市として 州都 ボローニャ 
エミリア・モデル 
 
イタリアの地域別1人当たりGDP 
（対全国比）の推移 
（全国平均=100） 
重厚長大産業の衰退 
消費者の嗜好の多様化、少量
多品種生産への転換、といっ
た産業を取り巻く環境変化 
 
北部も南部も産業の衰退が続
く中で、中部地域（第三のイ
タリア）における経済発展が
注目を集める 
 
様々な規模の企業がそれぞれ
の専門分野を持ち、顧客から
の高い要求にこたえられる優
秀な技術者を中心に、相互に
連携しながら生産活動を行う
ことで、地域全体として高い
競争力を維持している 
 
近代工業や農業とも違い、古くから職人による伝統
工業がある 
地場産業が多い 
大規模資本を投入した産業ではなく、個人事業者が
多い 
職人の間のネットワークがきわめて緊密であり、生
産者の間の意思疎通が容易 
職人間のネットワークがあるゆえに市場の動向に極
めて敏感 
 
第三のイタリアの特徴 
 
第３のイタリアと称される地域や都市の特徴 
 
 ① 古くから職人による伝統工業が発達している。 
 ② 地場産業が多い。 
 ③ 大規模資本を投入した産業ではなく、個人事業者が多い。 
 ④ 大量生産品ではない、手作り商品が多い。 
 ⑤ 職人間のネットワークが極めて緊密、生産者間の意思疎通が容易。 
 ⑥ 職人間のネットワークがあるゆえに市場の動向に極めて敏感。 
 ⑦ 市場の動向に対して鋭敏な対応が可能である。 
 
専門性の高い中小企業群のネットワーク 
「組合」によって産地内、他地域と連携 
 
原材料から加工を経て最終仕上げまでの『縦』の 
 分業体制 
縦と言っても親-子会社ではなく対等の水平分業 
 
同じ工程の同業他社どうしで『横』の分業 
仕事を融通し合う「カルテル」のような 
 
産地企業の合従連衡 
地域支援 
センター 
競争と協調 
技術・研究開発、品質保証
（ブランディング）、マー
ケティング（特に国際）、
販促や営業など、中小企業
単独ではなく地域の支援セ
ンターなどで共同で行う 
大学・試験研究機関などと
も連携 
  
同じ工程では複数企業が水平連携 
受注量の変動を複数企業で吸収する（良い談合） 
大学 
 
「ものづくり」都市 
としてのボローニャ 
 ボローニャは「パッケージング・バレー」と呼ばれ、ティーバッ
グ用包装機械で世界シェアの約７割を占める企業も存在する等、
包装機械製造を中心とした機械産業の産業集積が形成されている。 
 中世から近代まで『絹織物』産業で栄え、『オートバイ』を経て
『自動車部品』や『包装機械、印刷』などの機械工業に発展した。 
 欧州最古の「ボローニャ大学」を擁し、文化・芸術の拠点都市で
もあり、創造産業が発展する。 
 
 
都心の観光案内所にあるDUCATIのバイク 
 
第２次大戦後、中小企業・職人企業・家族経営の企
業は大資本に太刀打ちできずに不況にあえいでいた 
 1950年代以降、戦災復興の勢いに乗って、製造業を
中心に親会社から熟練工が次々と独立起業、事業主
もそれを積極的に支援する機運があった 
親会社の技術を使っても異なる製品を作り、共倒れ
を防ぐ。上下関係ではなく平等な関係の独立起業
「スピンオフ＝付随的派生」 水平的ネットワーク 
親会社から40～50社が独立、それを中核企業として
さらに分社、その周りを部品製造業者が数十社取り
巻く 
背景：産業展開の系譜 
 
 1970年代、専門に特化したスピンオフ企業が相互補完の
協調関係を構築 
 合従連衡のネットワークにより、「競争と協調」 
 
３つの Ｃ 
 
 
 
 
 
 ボローニャのクラスターとしては 
  オートバイ、包装機械、電子機器 + 文化産業 
 
産業再生の「ボローニャ方式②」 
   
ＣＬＵＳＴＥＲ          集 積 
 
ＣＯＭＰＥＴＩＴＩＯＮ     競 争 
 
ＣＯＬＬＡＢＯＲＡＴＩＯＮ 協 調 
３つのプレーヤーの参画と協働 
（産・学・官 の連携） 
 
①CＮＡ：職人・中小企業全国連盟 
 
②ボローニャ大学、工業学校 
 
③ERVETシステム：行政支援機関 
 
         ＋ コンサルティング企業など 
 
 
 ⇒ 世界市場へ 
 
全国組織のＮＰＯ 民間ベース 
ボローニャ県本部：県内職人企業29,000社の約半数が加入 
 1956年法制化：業種によって10～20人程度 
加盟企業は約300業種 
 ・製造業 55％（機械、部品、繊維、縫製、皮革加工 など） 
 ・サービス業 40％ 
 ・芸術・伝統産業 ４％ 
 Fiera地区（展示場、ビジネスの拠点） 
 （設計：丹下健三） 
 
 
ＣＮＡ 職人・中小企業全国連盟 
フィエーラ：見本市会場 
 
・丹下健三 設計 
・ボローニャは見本市開催でも有名 
 
 加盟すると該当する業種別連合に登録 
 創業相談、国際マーケティング、行政対応、技術革新な
どの最新情報提供 
 会計・税務サービス 
 環境・社会保障の相談 
 行政からの補助金獲得 
 後継者対策 
 ＥＵ、中央政府、州政府などとの折衝 
 情報収集・分析能力や自治体とのコネなどを活かし、国
際対応や事業提案 
 
ＣＮＡ の概要 
 
ボローニャ大学 
 
  ・世界最古の大学 学生数：約10万人 
  ・産業界と密接な関係、革新的アイデア提供 
  ・イタリア初の「大学発インキュベーション組織」 
    （オフィス・スペース提供、企業支援など） 
    （ＩＣＴ、ソフトウエア関連企業が多い） 
地域の学術・教育機関 
 
ｱﾙﾃﾞｨｰﾆ･ｳﾞｧﾚﾘｱｰﾆ･ｼﾗｰﾆ 工業専門学校 
 
  ・化学、建築、電子工学/ﾃﾚｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、 
   同/ｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ、情報処理、機械工学、熱工学 
  ・生徒数：1,550名   ・実技重視の指導 
  ・1950年代のボローニャの中小企業創業者の大部分 
   がここの卒業生 
  ・卒業生対象の集中講義など地元企業に密着した 
   研修・再教育 
 
 
州政府、地方銀行、ＣＮＡなどの事業者、商工会議
所が出資した第３セクター 
私企業と州政府の間の中核的なコーディネート機関 
ＥＲＶＥＴシステム 
  ・州内の各産業地区に密着したセンター 
  ・機械、繊維、建設、セラミックなどの部門ごと 
   に、それぞれ特化したセンター 
ＥＲＶＥＴ 
エミリア・ロマーニャ州経済発展機構 
 
パッケージング・バレーの成熟を見据えた新たな産業
創造の必要性 
都市の衰退地区に新産業を移植する 
 1997年産業省令226号14条を根拠に225号で予算化 
本来は南部振興策であったがマルチメディアに転換 
基金の半分を起業に、残り半分を施設に投じる計画 
ボローニャでは工場跡地ピラストラ・ロヴェーリ 
マルチメディア産業地区 
（MAMBO:Multimedia Area Macello Bologna） 
 
マイクロ企業のインキュベーター施設 
もともとはＥＵ社会基金（補助金）によって女性の
起業支援策として、古いレンガ工場跡の一角を利用
して設立 ⇒ その後一般施策に 
起業が独立するために何を必要としているのかを把
握し、希望者にビジネスプランを作らせ、最初の3年
間指導する 
ＣＮＡと協同組合本部などの協力団体から、共同
マーケティング・マネージャーや経営診断のマネー
ジャーを派遣する 
 
リブラ 
 
個人の発想を大切にし、企業家としての独立を支援
する 
「イタリア人は大変個性的だが、経営感覚がない…
マネジメントの教育が大切」 
 5年間で50企業をスタートアップさせた実績 
既存起業への支援も含めると140社が支援受け自立 
業種はサービス業、広告・グラフィック業が多い 
 
インキュベーターが意欲ある起業希望者を支援し事
業のスタートアップを促進 
文化政策が市政に組み込まれており、文化・芸術に
関わる人の発表の場、活動の場の確保が行われてい
る 
企業の水平ネットワークと学術・教育機関、行政機
関との連携が創造的なものづくりを支え、発展につ
ながっている 
 
産業遺産博物館 
アルディーニ・ 
ヴァレリアーニ・ 
シラーニ工業専門 
学校附属施設 
産業遺産博物館とボローニャ県立産業技術大学・大学院が同居 
1960年代まで煉瓦工場 
1995年に博物館に転換 

・ボローニャの産業・経済の特徴を内外に情報発信 
・人材育成とイノベーション追求 
・産業面における創造性発揮を支援 
 
アルディーニ・ヴァレリアーニ・シラーニ工業専門
の卒業生たちの同窓会館としても機能 
互いに親睦をはかったり情報を交換する 
卒業生はほとんど職人企業で働く 
規模の小さい中小企業の従業員では時代の先端的技
術にキャッチアップするのは難しい 
技術研究所として、卒業生対象の集中講義が行われ
る（リカレント教育／社会人教育） 
 
生涯学習機能 
子供たちの教育施設としても 


 
秘密の「水網都市」 
産業遺産博物館の展示 と その他の資料 
秘密の『窓』：「額縁のある風景」 

都心で唯一残っている運河 
『レノ運河』（レノはライン河の意味） 
レノ運河 
 1930～1950年代の暗渠化
を免れたこの運河支線は、 
11世紀に造られたもので、
都市の第2の城壁の堀の役割
を担っていた。 
 かつて、水際線には水洗
トイレになる木製の跳ね橋
や、選択女たちが洗濯する
ための樽や桶が見られた。 
 
表通りから見ても運河があることはわからない 
１９世紀頃の様子 
 
ポー河支流の「レノ運河」から取水、地下を流れてカヴァティッキオ川に王流 
1200～1400年頃 運河と水車動力 粉ひきなど 
 
・政府補助と減税で水車は大型化してシステムは飽和する 
・市当局には徐々に不満が 
 
レノ運河から街中に入、流れる水は、製材工場、絹
の撚糸、皮なめし、製紙工場、製粉工場や染色工場
のために、そしてその他の職人の活動のために利用
されてきた。 
絹は、ボローニャは欧州で重要な生産拠点の一つ 
レノ運河からポー河をへて、ヴェネツィア、そして
アドリア海（地中海）まで水運でつながる 
低コストの水運で地中海全域と通商できた 
「港通り」の地名が残っているように、運河には港
があった。 
１２世紀から運河の時代 

1500～1600年頃 地下に水車 
ダクト方式で水力を有効利用 結果エネルギー利用が増加 400種もの工業用途に 
 
ルネサンス期には既に上水道システムも完備 
  （水源は「レモンダ」「バーニ・ディ・マリオ」） 
 
 16世紀にナビレ港が建設される 
フェラーラ、ヴェネツィア、地中海との物流拠点に 
 
 17世紀には塩の集積所 
 
16～17世紀 

カスケードで有効活用され、下水と合わせて
用水の80％がリサイクルされた 
1600～1700年頃 毛細血管のように張り巡らされる 
取水口 

 
 1200年頃、アラビアから中部イタリアのルッカへ 
 1300年中葉、ルッカ戦争でイタリア北部に伝わる 
 
地下水路の水車動力で機械が駆動される 
 
円筒形の全自動・連続稼働紡績機を発明 
 
当時のハイテク技術は門外不出 
技術を漏らすと「死刑」 
 
絹産業（紡績、機織、染色 等） 
全自動・連続稼働紡績機 
１/２スケールの 
 可動モデル 
高さ ３．４ｍ 
直径 ２．３ｍ 
 
円形２重構造 
往復運動より良い 
 
３８４のスピンドル 
（紡錘）があり 
４つの可動式円形
「Ｖａｌｉｃｈｉ」
ごとに９６個の２つ
のワインダーと２つ
のリールのセット 
表通りからはわからない紡績工場 
３階ぶち抜き
の円筒形絹糸
紡績機は、建
物のファサー
ドからはわか
らない 
 
堅固に秘密が
守られたので
復元作業は困
難を極めた 

 
欧州で有数の絹製品の産地に成長 
絹産業が盛んになり、ギルドを形成 
ボローニャ派（絵画）を支える経済基盤 
 
絹商人：ボローニャの起業家の原型 
運河網：企業秘密秘匿のため一部遮蔽 
    （水車動力がどのように使われているかを隠すため） 
 
 19世紀以降、絹産業は衰退する 
16～17世紀の絹商人 
1800年頃 運河は覆われ下水道に 
 
（悪臭対策もありほとんど暗渠化される） 
1900年頃 完全に埋設されて、表からはわからない 
産業遺産博物館 裏の水路 

 
再び 都心へ 

 
 1900年代から食品加工など機械工業が勃興 
 （ネバネバ・ベトベトのひき肉を包む、様々なパスタを作る、 
   ティーバッグを作る など） 
技師カルピジャーニがＡＣＭＡ社を設立 
技術者が『スピン・オフ』して100社以上の包装機器
メーカーを設立 ⇒ パッケージング・バレー 
医療器械、機械部品などにも進出 
次いで、オートバイ、自動車産業へ展開 
 （浜松市とよく似ている） 
その後の産業発展 



ＤＵＣＡＴＩ Ｔ-５０ 
 
バイクの名門 ドゥカーティ 
イタリアの原付き「赤とんぼ」 
産業遺産博物館 
オートバイ 
 
   ＤＵＣＡＴＩ ドゥカーティ 
   Ｍａｌａｇｕｔｉ  マラグーティ 
 
 
高級車 
 
   フェラーリ 
   マセラッティ 
      ⇒ 創業の地はボローニャ 
        ロゴは都心のネプチューンの噴水から 
   ランボルギーニ 
 
 
産業遺産博物館のフェラーリ・マセラッティ1600ＧＴＶ 
 
創造都市 ボローニャ 
ジョン・ラスキン（文化経済学の創始者） 
 ・人間の創造活動と享受能力を重視 
 ・本来価値を生む：労働（ラボール）ではなく仕事（オペラ） 
 ・職人達の自由な仕事（オペラ）が生み出す精神の力と表現 
ウィリアム・モリス（アーツ・アンド・クラフト運動） 
  「労働の人間化」と「生活の芸術化」 
■ラスキン、モリス、ジェイコブス → ボローニャ等を絶賛 
 
 
 
 著書「都市と諸国民の富」 ：「創造都市」としてボロー
ニャに注目 キーワードは『オペラ』 
 
 中部イタリアの人間的規模の都市 が理想 
  （ボローニャやフィレンツェ 『第3のイタリア』） 
 産地を形成する中小企業群（職人企業群）のネットワーク 
  イノベーション、柔軟に技術を使いこなす高度な労働の質 
 イノベーションとインプロビゼーション（即興的） 
 経済的自己修正能力、修正自在型経済 
 脱・大量生産（大量消費・大量廃棄） 
 柔軟な専門特化 
Ｊ.ジェイコブス 
 
「Artigiano：アルティジャーノ」＝ 職人 
  ・語源は「Arte：アルテ」＝ 技能 
  ・もともとは美や芸術の意味も 
「職人の技術」と「美や芸術」と同様 
  （双方ともに創造都市を支える要素） 
 
英語ではアルティザン 
アーチストもアルティザンも尊敬する（日本的） 
アルティジャーノ 
 
 仕事熱心でかつ陽気 
 
 プラグマティックでかつ寛容 
 
 商才に長けかつ知識に貪欲 
 
⇒ 『３つのＴ』（フロリダ）に相当 
ボローニャ気質 
 
 創造階級：研究開発、芸術文化、建築、法律関連など 
 創造性指数として「３つのＴ」toと」８つの指数 
 
①人材（Talent） 
  創造階級、人的資本、科学技術に従事する人材 
②技術（Technology） 
  創発性指数、ハイテク指数 
③寛容性（Tolerance） 
  ゲイ指数、ボヘミアン指数、メルティング・ポット指数 
 
フロリダの「３つのＴ」 
 
文化は経済力：ボローニャ市は市政の中心に文化政策
をしっかりと組み込む 
ビジネスとして成立させ、生活の安定を確保させよう
と、芸術・文化に関わる人の組合化を支援 
文化協働組合の運動（1970年代から） 
 （前衛演劇、児童演劇、音楽、芸能で新たな芸術創造の若い担い手育成） 
古い劇場や廃墟となった宮殿を改装・再生 
   ① 伝統職人の仕事の創出（伝統工法で修復など） 
   ② 和解舞台芸術集団に「創造の場」を提供 
 20以上の文化協同組合（組合員1,000人以上） 
ボローニャ市の文化政策 
 
「創造産業」振興のシティ・プロモーション組織 
市、県、商工会議所が連携 
きっかけはボローニャ大学のカペッキ教授 
 （メディア芸術と音楽の基礎調査から始まった） 
 
創造産業の創出 
シティ・プロモーション 
市への投資促進（経済プロモーション） 
プロモ・ボローニャ 
 
『欧州文化首都』指定のタイミングを合わせて 
  ・欧州文化都市（英: European City of Culture、仏: ville 
    européenne de la culture）として開始 
  ・1983年にギリシャの文化大臣メリナ・メルクーリが提唱 
  ・1985年アテネを最初の指定都市として開始 
 創造的な文化空間を創出するため、文化インフラ整備と多彩なイベント
（コンサート、コンベンション、ラボラトリー等） 
 「創造都市」と「欧州文化首都」指定の重複多い 
 1995年に2000年指定９都市：通常は１都市／年 
  （アヴィニヨン、ベルゲン、ボローニャ、ブリュッセル、クラクフ、 
   ヘルシンキ、プラハ、レイキャビク、サンチャゴ・デ・コンポステラ） 
 行政、商工会議所、大学、市民、芸術家、各種団体 等 
 
ボローニャ2000 
 
市民の「文化権」を確立するような文化構造を築く 
 
若い世代の市民の積極的な参加を図る 
市民の文化消費レベルを上げるに留まらず 
  「文化の生産と創造的発展」を目指す 
文化的観光都市としての地位を確立する 
 
 コンサート300、展覧会230、コンベンション260、ラボラト
リー等125、合計2000時間に及ぶイベント 
 文化施設の整備【伝統的な建造物をコンバージョン】 
 市は1,700億リラ（約130億円）を投下 
 
ボローニャ2000の総合的な目標 
 
文化と観光の融合を図ること 
決して世界最高水準ではない文化のプロモーション 
 
背景：純粋な観光は経済的には喫緊の課題ではない 
 
文化施設のパフォーマンスの向上を図る上で 
  『文化観光』というテーマにチャレンジ 
 
ボローニャ2000に照準を合わせて建物の整備進む 
  （歴史的建造物を活かした「ボローニャ方式」） 
 
 
文化的観光都市としての地位を確立 
 
もともとは「薬草園」の建物 
アックルシオ宮殿（現市庁舎）の一角 
旧証券取引所・銀行の建物を改装 
 古い建物を修復保全しつつ活用：「ボローニャ方式」 
イタリア最大のマルチメディア図書館 
コンピュータ・ネットワークにリンクした900以上の
席をもつ（ワイアレス環境もあり） 
蔵書20万冊は常に更新、音楽・映像メディアも充実 
監修：ウンベルト・エーコ 
 
ガラス張りの床下（地下）は古代ローマの遺跡 
マルチメディア図書館 
ビブリオテカ・サラ・ボルサ 
一階にはベビー室・子供コーナー・カフェテリアなど 
1920年頃 
図書館への改装直前 

レクチャー・ルーム 

 

古代ローマ、中世、近世 
の遺跡が積層する 
最下層はエトルリア時代、その上は 
紀元前２世紀の古代ローマ時代の 
ボノーニアの遺跡（住居や市民公会堂） 
 
旧タバコ工場跡地（約10ha）の再生 
もとは倉庫・ドック・馬車庫、厩舎、100基の水車 
 19世紀ナポレオン時代にフランス人部隊の葉巻工場 
映画館（シネマ・ルミエール）、映画修復研究所、市
立フィルム・ライブラリー、映画関係資料室 等 
 （フィルム修復のできる施設は希少、チャップリン作品） 
映画を柱に、文学とビジュアル・アートと演劇のため
の『創造空間』 
『ボローニャ大学 音楽・エンタテインメント学部』併設 
チネテカ：古いフィルム修復を進めた協同組合の名 
 (フィルム修復機もボローニャの職人が作った) 
 
チネテカ CINETECA 
 
 チネテカを核に複合的都市整備 
 タバコ工場オフィス棟⇒チネテカ（映画史研究所本部） 
            と映画修復研究所 
 水車小屋（製粉所）⇒ＤＡＭＳ情報科学センター 
 市営屠畜場⇒ＤＡＭＳ音楽・映画・演劇研究所 
 屠畜場倉庫⇒チネテカ図書館・資料室・映画館 
 塩貯蔵所：サララ(Salara)⇒展示スペース、ゲイ協会 
 船着き場・ドック・運河ジャンクション跡⇒運河を再生 
 公共パン工房⇒市立近代美術館 
 聖マリア・ノーヴァ修道院⇒都市公園 
 既存の住宅⇒学生寮・低所得者住宅 
 新設（周囲と調和した建築様式で）⇒保育院・幼稚園・ 
                     一般集合住宅 
包摂的都市再整備 

 
旧タバコ工場棟⇒映画博物館 
 
ボローニャ近代美術館(MAMbo) 
 
タバコ工場跡やボローニャ近代美術館
(MAMbo)等を抱える旧港湾地区の修復 

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 
サンタ・クリスティーナ修道院（16世紀）を改装 
 （女子修道院：全欧から音楽の素養を持つ修道女があるまった） 
 （修道女の公衆の面前での演奏活動は教会から禁止され資金援助 
  が打ち切られるも、反骨精神で洗濯のアルバイトなどで活動を 
  つづけた） 
 
以前はマッジョーレ広場の公証人館に入っていた 
  （女性文化の資料化とプロモーションを目的としたイタリア初 
   の女性図書館） 
女性図書館 
 
都心のエンツォ王宮殿とポデスタ宮殿（行政長官官
邸）の改装 
広場を挟んでサラ・ボルサ図書館 
自由都市ボローニャを象徴する最も重要な建物 
建築材料の復元まで求める厳しい「科学的修復」 
 
国内外の大規模な文化イベント、コンベンションと
見本市のためのスベースへ 
（国際児童図書展、チェルサイユ：タイル・インテリア国際見本市 等） 
 
パリのポンピドーや浜松のアクトシティと対極 
催事・展示会場／会議場 
 
都市宮殿と旧市役所（Palazzo d'Accursio） の改装 
都心のマッジョーレ広場に面する 
長い歴史の中で様々な機能が同居 雑居ビル状態 
サラ・ボルサに移転した市中央図書館もここにあった 
 
２階には「19-20世紀初頭美術館」が入居 
３階には「新モランディ美術館」と「市立美術館」 
（元のモランディ美術館の隣に新しいMAMbo：ボローニャ近代美術館） 
 
１階には商業・サービス業 など 
 
 
展示と２つの美術館 
 
パラッツォ・サングイネッティ 
   ⇒音楽博物館「楽器の保存と鑑賞の世界センター」へ 
     （中世博物館と音楽書誌市民博物館から楽器を移動） 
パンノリーニ大学 
   ⇒「ユダヤ文化博物館」「文書館」へ 
     （都心近くのユダヤ人街：ゲットー地区） 
ボローニャ大学：パラッツォ・ポッジの修復を終え
て「現代音楽、演劇、ダンス・サービスセンター」 
 
ゲットー地区は現在再開発中   
その他のプロジェクト 
 
産業遺産博物館横 増築工事中 
ボローニャ大学 化学・天文学部 
 
CARISBO：ボローニャ貯蓄銀行財団 
 （地元信用金庫、地方銀行による文化支援の財団） 
地域に重要な大規模プロジェクトの発案・実行 
事業目的は社会的要求に適うもの 
第３者への出資と、大規模かつ地域に重要なプロ
ジェクトを企画立案・実施する権限を持つ 
 
チネテカの『チャップリン・プロジェクト』も支援 
地元金融界からの支援 
 
まずは「創造都市」であること 
  ・欧州文化首都：ボローニャ2000 
  ・「音楽」は主要な柱の一つ 
音楽以外にも、演劇、メディア、メディア・アート、
デザイン、ＩＣＴ、機械技術、歴史 など多彩 
市民が文化の豊かさを享受できることを重視 
教育との連携に特徴 
中小企業群とも連携 
 
ユネスコ創造都市ネットワーク
【音楽分野】 
 
音楽の「創造の拠点」であること 
国の認定する９か所のオペラハウスのうちの１つ 
ポップミュージックの拠点である 
音楽フェスティバルやイベント開催の実績 
市民活動団体、合唱団などの活動がさかんである 
ボローニャ大学と連携 
音楽が地域の産業的・経済的側面を支えている 
職人企業の楽器工房なども立地 
 
 
浜松とボローニャ 
似ているけれども似ていない 
 
立地条件の類似性 
大阪---京都･名古屋--浜松-----(東海道)-----東京 
 
 [商都]    [文化集積]          [東海道新幹線]   [首都] 
ミラノ---ﾌｨﾚﾝﾂｪ--ﾎﾞﾛｰﾆｬ---(ｴﾐﾘｱ街道)---ローマ 
 
  [商都]    [文化集積]       [フェラーリ特急イタロ]  [首都] 
■ 共通点：首都と商都の間にあって、ともすると忘れられがちな立地 
 
■ ついでに？：ヴェネツィア と 金沢 の位置関係 
 
産業構造の類似性 
浜松 
 繊維産業がルーツ（綿） 
 機織り機製造で勃興 
  （トヨタ、スズキのルーツ） 
 町工場の職人が活躍 
  （山葉、本田、鈴木…） 
 オートバイ産業の発展 
  （ヤマハ、スズキ、ホンダ） 
 自動車関連産業の発展 
 楽器産業、エレクトロニク
ス産業（光電子等）クラスター 
ボローニャ 
 繊維産業がルーツ（絹） 
 機織り機製造で勃興 
 町工場の職人が活躍 
 オートバイ産業の発展 
  （DUCATI、Malaguti） 
 自動車関連産業の発展 
  （フェラーリ、マセラッティ、 
    ランボルギーニ） 
 パッケージング・バレー 
 
 
産業構造の相違点 
浜松 
職人企業・工房の衰退
（都心から退出） 
大量生産型の大企業へ 
少量多品種・高付価値
の市場からは撤退 
創造的人材は企業内に 
文化を支える産業に特
化（楽器など） 
ボローニャ 
職人企業・工房の存続 
 （中小企業が都心で活動） 
少量多品種・高付加価
値の市場に特化 
 （高級車・バイクなど） 
創造的人材は流動的 
文化を創造する産業の
発展（ソフト産業） 
 
歴史・文化の相違点 
浜松 
主として近代以降発展 
第２次産業で都市成長 
高等教育は理工系先行 
災害や戦禍で都市破壊 
文化施設は多くない 
 良くも悪くも日本の縮図 
住商工すべてが郊外へ 
政令市全域の発展模索 
 
ボローニャ 
ローマ時代から拠点 
多彩な産業で都市成長 
世界最古の大学 
歴史的都市の存続 
劇場など文化施設充実 
自治都市としての伝統 
都心回帰の都市政策 
都心がエンジンとなる 
 
近世以来の繊維産業（資本と技術の蓄積） 
やらまいか精神でイノベーションがスタート 
世界一の楽器産業集積、楽器博物館、ＤＳＰ技術 
 （ヤマハ、カワイに続いてローランドがＲ＆Ｄごと移転） 
 （ＭＩＤＩ規格やＣＡＤ技術は世界の産業の知のインフラ） 
 （クラスター：企業同士の切磋琢磨、技術者は社外で交流） 
車やバイク関連の産業集積のメリットは？ 
新幹線や高速道路の利便性のメリットは？ 
オリジナリティと情報発信力に期待 
 
浜松の産業発展の展望 
 
「ないものねだり」よりは「現実の直視」 
「やらまいか精神」は伝統か？ 
 （近世は群雄割拠が背景、近代は「変な発明おじさん」や外部 
  からの参入者が活躍⇒地域に強固な伝統の集積がない証拠） 
クリエイティブな人材の多くは大企業の中に 
 （在野で「のびのびと」活動できるプラットフォーム作り） 
「労働者の街」の特性を生かした市民目線の文化 
 （オペラやピアノもいいけれど、「やらフェス」や吹奏楽も） 
 （多文化共生と社会的包摂、豊かな市民文化活動を育む） 
光工学、ＩＣＴ、ＤＳＰ等のイノベーション 
 
創造都市浜松の可能性 
 
ご清聴ありがとうございました 
